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『第
十
六
回
』

通
常
総
会
及
び
研
修
会
開
催

（京
都
府
京
都
市
に
て
）

平
成
十
六
年
十
月
三
十
日
に

第
十
六
回
、
研
修
会
を
含

む

通

常

総

会

を

開
く

に
当

り

、

会
場
を
京
都
市
内

に
定

め
ま

し
た
。

こ

の
度

の
研
修
会

は

催

し
物

に
便
乗
す

る
形
と
な

り
ま
し
た
が
、
文
化
財
保
存

技
術

「
匠

（た
く
み
）

の
技
嘩

展

が
京

都

市

内

で
開

か

れ
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
、

世
界
文
化
遺
産
登
録

の
元
離

宮

「
二
条
城
」

の
国
宝
、

二

の
九
御
殿
が
選
ば

れ

て
、
当

協
議
会

の
森
本
安
之
助
副
会

長
が
、
国

の
選
定
保
存
技
術

認
定
保
持
者

で
あ
り
、
実
技

と
講
演
を
京
都
市
東

山
区

に

あ

る
、
京
都
市
文
化
財
建
造

物
保
存
技
術
研
修

セ

ン
タ
ー

で
行

っ
た
後

に
、

コ

一条
城
」

で
金
工
部
門

の
研
修
会
を

か

ら
め

て
、
桃

山
時
代

の
最
高

水
準

の
技
術
を
網
羅
し
た
錫

金
具

の
解
説
を
さ
れ
る
御
計

画

で
私
達
も

そ

こ

へ
参
加
す

る
こ
と

に
致

し
ま
し
た
。
京

都
市
文
化
財
保
護
課
、
石
崎

課
長
、
国
越
補
佐
も
御
担
当

と
し
て
、
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度

の
予
定

と
し

て

の
金

工
部
門

の
研
修

が
実
施

で
き

ま
し
た
。

当
協

議
会

の
来
賓

と

し

て

硼
全

国
国
宝
重
要
文
化

財
所

有
者
連
盟
事
務
局
長

の
後
藤

佐
雅
夫
様

が
来
場

さ
れ
、
会

貝
か
ら
は
荒
木
彩
色
部
会

長

（
川
面
美
術
研
究
所
）
、
澤
野

道
玄

（さ
わ
の
道
玄
）
、
酒
井

清

（
さ

か

い
）
、

大

谷

哲

泰

（大
谷
鋳
造
所
）
、
横
山
哲
明

（横
山
金
具
工
房
）
、
小
西
陳

雄

・
齊
藤
信

二

（小
西
美
術

工
藝
社
）

が
出
席

し
、
前
述

の
森
本
安
之
助
副
会
長

（森

本
鋳
金
具
）
を
含

め
、
七
社

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

二
の
丸
御
殿
は
文
禄
年
間
の

豊
臣
秀
吉

が
残

し
た
遺
構
と

慶
長
年

間

に
徳

川
家
康

が
た

て
た
建
築

の
中

に
徳

川
家
光

が

つ
く
ら
せ
た
絵
画

や
彫
刻

な
ど
が
抱
合

さ
れ
た
、
桃
山

時

代

の
様

式

が
整

え

ら

れ
、

武
家
書
院
造
り

の
豪
華
絢
爛

を
極

め
た
装
飾

は
当
代

一
流

の
技
術
を
今

に
伝
え

て

い
る

も

の
で
す
。
中

で
も
鋳
金
具

の
素
晴

ら
し
さ
は
、
長
押

の

花
焚
半
形

（は
な

の
し
が
た
）

の
釘
隠
し
な
ど
、
銅

の
地
金

に
金
張
り
を
施

し
た
、
す

べ

て
手
彫
り

の
も

の
で
す
。
折

上
げ
格

天
丼
、

二
重
折
上
げ

格
天
丼
、
欄
間
縁

八
双
、
襖

引
手

な
ど
重
厚
な
造
り

の
金

具

で
凝

っ
た
意
匠

の
逸
品
揃

い
で
す
。

こ
の
日
は
土
曜
日
だ

っ
た
た

め
か
、
他

の
観
客
と

一
緒

に

見
学
を
す

る
形
と
な
り
ま
し

た
が
、
森
本
副
会
長

の
懇
切

丁
寧
な
解
説

で
、
念

入
り

に

研
修
す

る
事

が
出
来
、
参
加

会
貝

か
ら
も
感
謝
申

し
上
げ

る
次
第

で
あ
り
ま
す
。
第

一

日

の
恒
例

の
懇
親
会

は

「
ル

ビ

ノ
京
都
堀

川
」

へ
設
営

し

て
、
賑

や
か
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

翌
、
十
月
三
十

一
日
に
同
所

の
会
議
室

で
午
前
九
時
か
ら
、

通
常
総
会

が
開
催

さ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
、
先
立

っ
て
硼
全

国
国
宝
重
要
文
化
財
所
有
者

連
盟

、
事
務
局
長

の
後
藤
佐

雅
夫
先
生

か
ら

「
禅
宗
方
丈

の
変
遷
」
と
題
し

て
、
有
益

な
講
演
を
拝
聴

い
た
し
ま
し

た
。

日
本
住
宅

の
歴
史
と

い

う
視
点

で
古
代

の
住
居
か
ら

説
き
起

こ
さ
れ
、
奈
良

・
平

安

・
鎌
倉

・
室

町

・
桃
山

・

江

戸

の
各
時
代

の
建
築

の
特

徴
と
流
れ

に

つ
い
て
、
資
料

を
用
意

さ
れ
、
写
真

。
図
版

な
ど

詳

細

に
御

教

示

頂

き

、

予
定

時
間

で
は
、
足
ら
な

い

位
、
充
実

し
た
お
話
を
頂
き

ま
し
た
。

小
憩

の
後
、
総
会

に
入
り
、

会
則

に
よ
り
小
西
会
長

が
議

長
を
勤

め
ま
し
た
が
、
第

一

号
議
案

の
現
在
収
支
状
況

の

報
告

が
齋
藤
事
務
局
員
か
ら

報

告

さ

れ
了

承

頂

い
た
後

、

小
西
会
長

か
ら
退
任
願

が
森

本
副
会
長
宛
提
出

さ
れ
、
受

理
さ
れ
ま

し
た
。
直
ち

に
第

二
号
議
案

の
役
貝
改

選

に
移

り
、
次
期
会
長
選
任

に

つ
き

審

議

い
た

し

ま

し

た

が

、

仲

々
決
定
を
見
る
に
至
ら
ず
、

副
会
長
な
ど
か
ら
、
小
西
会

長

へ
の
意

見

打
診

が
あ

り

、

私
見

で
恐
縮
だ
が
、
従
来

の

事
業
面
、
活
動

（文
化
庁

・

文
技
協
会

へ
の
陳
情

・
請
願

に
）
熱
心
な
方

で
当
協
議
会

三
部
門

の
内

二
部
門
を
業
態

と
し
て
お
ら
れ
る
事

で
、
「
さ

わ

の
道
玄
」
会
貝
を
推
挙
し

た

い
、
と
提
案
が
出
ま
し
た
。

＼
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『
銹

の
響

』

こ
の

『銹

の
響
』
は
平
成
十

四
年
四
月
か
ら
産
経
新
聞

・
西

日
本
版

「美
と
く
ら
し
」
欄
に

月
二
回
掲
載
さ
れ
た
も

の
を
同

氏
の
許
可

（並
び
に
、
産
経
新

聞
、
支
局
長
の
承
諾
）
を
受
け

て
転
載
し
た
も
の
で
す
。

注

‥―
‐
森
本
安
之
助
氏
は
紡

金
具
の
技
術

で
、
国
の

配
遂

定
保
存
技
術
保
持
者
認
定
」

を
受

け
て
お
ら
れ
、
今

も

現
役

で
活
躍

さ
れ

て
お
ら

れ
る
斯
界
の
第

一
人
者
で
、

当
競
技
会

の
副
会
長
を

し

て
お
ら
れ
ま
す
。

建
物
の
輪
郭
を

整
え
る

お
盆
が
近
づ
く
に

つ
れ
、
お

寺

や
神
社

で
は
年

中
行
事

の

「
万
燈
会
」
が
催
さ
れ
る
。
参

道

、
境
内

、
建
物

の
随
所

に

多
く

の
燈
明
を
供
え

る
こ
と

ざ
ん
げ

に
よ

っ
て
、
懺
悔
と
罪
減

ぼ

し

の
功
徳
を
授

か

る
と

い
わ

れ
、
奈
良
時
代

か
ら
続

い
て

い
る
東
大
寺

や
春

日
大
社

の

そ
れ
は
、
と
り
わ
け
有
名

で

あ
る
。

最

近

は

会

期

中

だ

け
置

か

れ

る
簡

単

な

箱

型

の
和

紙

燈

籠

も

増

え

た

が

、
永

代

的

に
使

わ

れ

る
燈

籠

類

は
古

く

か

ら

石

や

木

、

鉄

、

銅

を

用

い
て
作

ら

れ

て
い
る
。

た

と

え

ば

、

奉

日
夫

社

の
釣

り

燈

籠

〔
写

方
が
望
ま
し
く
、
責
任
が
あ

る
推
薦
人

（会
員
）
は
、
二

名
必
要
と

い
た
し
ま
す
。
追

而
、

「
さ
わ

の
道
玄
」
新
会

長
と
相
談
し
て
こ
の
三
社
入

会
に

つ
い
て
は
、
会
員
諸
氏

に
お
計
り
す
る
時
間
的
な
余

裕
が
無
か

っ
た
た
め
入
会
金

は
五
万

（前
例
）
、
年
会
費

は
、
半
期

二
万
五
千
円
と
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
》

（
ハ
）
そ
の
他

の
件
と
し
て
、

年
度
内
刊
行

予
定

の

「
社
寺

建
造
物
美
術
標
準
仕
様
必
携

書
嘩
毎
年
度
末
分

は
、
内
容

面

の
補
足
、
そ

の
他
を
改
定

し

て
も
今
年
度
内

に
ま
と
め

る
こ
と
。
今

か
ら

で
も
間

に

合
う

な
ら
ば
、
希
望
会
貝
他

の
広
告
掲
載
な
ど
も
検

討

・

実
施
す

る
こ
と
。
新
し

い
人

事

関
係

は
澤

野
道
玄
新
会
長

に

一
任
す

る
こ
と
、
な
ど
を

主
要

テ
ー

マ
と

し

て
、
申

し

合
わ
せ
ま
し
た
。（こ

の
項
、
終
り
）

陽
透
か
し
は
、
葉
な
ら
葉
、

花
な
ら
花
を
見
た
ま
ま
、
浮

き
彫
り

の
よ
う

に
彫
り
出
す

技
法
。
陰
透

か
し
は
、
葉

の

葉
脈
だ
け
を
残

し

て
切
り

ぬ

い
て
葉
を
表

現
す

る
。
春

日

燈
籠

の
文
様

は
、
神

の
お
使

い
で
あ

る
鹿
、
紅
葉
、
藤

の

花
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

二
つ
の
技
法

の
使

い
分
け
に

は
特

に
決
ま
り

は
な
く
、
文

様

に
応

じ

て
併

用
す

る
こ
と

も
あ

る
。
雲

や
波
、
亀
甲

や

ウ
ロ
コ
な
ど

の
幾
何
学
文
様
、

植
物
、
唐
草
文
様
な
ど
も
使

わ
れ
る
。

と
も

あ

れ
燈
籠

は
、
た
だ

「
あ
か
り
」
を
灯
す
機
能
だ
け

で
な
く
、
境
内
を

は
じ
め
建

物

の
輪
郭
を
整
え

る
意
義

が

あ
る
の
は

い
う
ま

で
も
な

い
。

美
術
工
芸
品
と
し
て
も
遜
色

の
な

い
も

の
が
数
多
く
見
ら

れ
、
国
宝

や
重
要
文
化
財

に

指
定

さ
れ

て

い
る
も

の
も
少

な
く
な

い
。

こ
れ
ら
の
仕
事
も
鋳
職
の
手

技

で
あ
り
、
寄
進
者

の
お
心

を
思

い
、
わ
た
し
ど
も

は
製

作
に
励
ん
で
い
る
。

鋳
金
具
と

い
い
ま
す
と
、
金

属
だ
け
が
相
手

と
思
わ
れ
が

ち

で
す
が
、
実

は
さ
ま
ざ
ま

な
自
然

の
助

け
を
借
り
な
け

れ
ば
で
き
な

い
仕
事

で
す
。

き

ん
け

し

伝

統
技
法

で
あ

る
金
鈴

に

は

、

稲

の
苗

を

乾

燥

し

た

苗
菓
を
磨
き

に
。
生
育

し
た

稲
は
、
あ
く
抜
き

の
菓
灰
に
。

カ
ヤ
は
、
乾

し
た
も

の
を
煎

じ

て
色
仕
上

の
汁

に
。
杉
な

ど

の
カ
ン
ナ
層
は
、
「
燻

（く

す
）

べ
」
と

い

っ
て
、
着
色

す
る
も
の
に
使

い
ま
す
。

ま
た
、
付
属
品
と
し
て
、
牛
、

鹿
、
馬
な
ど

の
動
物

の
皮
革

や
毛
、
鳥
類

の
羽
も
使

い
ま

す
。い

ま
か
ら
十
数
年
前
、
第
六

十

一
回
伊
勢
神
宮
御
遷
宮

の

御
榊
宝

の
内
、
金
銅
銅
黒
太

刀
棒

（
こ
ん
ど
う
ど
う
ぐ

ろ

た
ち
ご
し
ら
え
）
を
謹
製

し

た
と
き

の
経
験

で
す

が
、
柄

に

つ
け

る
カ

ラ
ス
の
羽

で
難

儀
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

元
来
、
「
カ
ラ
ス
の
羽
は
濡

れ
羽
色
」
と

い
わ
れ
る
よ
う

に
漆
黒
と

い
う
認
識
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
送
ら
れ

て

き

た

の
は

羽

も

ま

ば

ら

な

ク
白
髪

ク
ま
じ
り
。
百
数
十
枚

を
揃
え

る

の
に
、

三
年
越

し

で
二
千
数

百
枚

の
中
か
ら
厳

選
し
た
よ
う

な
始
末

で
、
唖

然
た
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

人

の
営

み
は
、
自
然

の
恵

み

に
よ

っ
て
成
り
立

っ
て

い
ま

す
。古

来
、
武
士
は
洒
落
家
と
強

さ
を

よ
り
強
調
す

る
た
め
に

折

々
、
甲
冑

に
虫

の
文
様
を

取

り

入

れ
た
と

い

い
ま

す

。

と
ん
は

蝶

の
優
美
、
蜻
蛉

は
勝
利
を

出
席
会
員

に
、

こ

の
案
を
図

り
、
全
員

一
致

で
澤

野
会
員

に
お
願

い
し
、
澤

野
会
員

が

「
そ
れ
で
は
新
年
度
か
ら
お
受

け

い
た
し
ま
す
」
と
受

諾

さ

れ
ま
し
た

の
で
、
新
会
長
が

決
定

い
た
し
ま
し
た
。
今
年

度
内

の
事
務
取
扱

い
、
継
続

的
な
小
事
業

は
現
在

の
形

で

年
度
末
ま

で
進

め
、
遅
滞
な

き
様

引
き
継
ぎ

に
努

め
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

第
三
号
議
案
は
次
年
度
計
画

案

で
す
が
、

（
イ
）

冨
芸
術
文

化
振
興
基
金
』

に
よ
る
技
術

研
修
会
は
出
席
会
貝
に
図
り
、

賛
意
を
得
ま

し
た

の
で
、
早

速
、
当
該
基
金
交
付

の
申
請

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
務
局

で
十

二
月
上
旬
ま

で

に
計
画
案
を
作
り

『
芸
術
文

化
振

興
基
金
』

に
申
請
を

し

ま
す
。

（
口
）

の
当
協
議
会

の

「
会
員
増
強
」

の
件

で
す
が
、

会

貝
相
互

の
情
報
交
換

に
よ

り
対
象
を
展
げ

て
行
く
方
針

を
確
認
、
積
極
的

に
勧
誘
す

る
方
向

で
進

む

こ
と

に
な
り

ま
し
た
。
平
成
十
六
年
度

に

入
り
、
京
都
市

、
横
山
金

具

工

房

代

表

、

横

山

義

雄

様

（回

の
選
定
保
存
技
術
認
定
保

持
者
）

が
入
会
を

さ
れ
ま
し

た
。
そ

の
後

の
変
遷
と
し
て
、

こ

の
通
常
総
会
前

に
在
来
会

員
だ

っ
た
棚
金
寿
堂
、
代
表
、

黄
地
耕
造
会
貝
と
、
い
青
銅

社
、
代
表

、
稲
見
晃
会
員

か

ら
退
会
届

が
出

て
居
り
ま
し

た

の
で
、
プ

ラ
ス

一
、

マ
イ

ナ

ス
ニ
と
な
り
危
機
感
を
強

く
受
け
た
次
第
で
す
。

《
こ
の
会
報
が
出
る
頃
に
は
既

に
過

去

形

に
な

り

ま

す

か

ら
、
ご
報
告

い
た
し
ま
す
と
、

通
常
総
会
後
、
十

一
月
に
京

都
市
、
邑

田
漆
芸
棚
代
表
、

邑
田
正
廣
様
、
及
び
長
野
県

楢
川
村
、
動

木
曽
地
域
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
理
事

長
、
田
中
今
朝
春
様

の
入
会

が
確
定

い
た
し
ま
し
た

の
で

会
員
数
は
通
算
プ
ラ
ス

一
と

な

り

ま

し

た

。

推

薦

人

は

「
さ
わ

の
道
玄
、
澤
野
道
玄
」

と

「
小
西
美
術
工
藝
社
、
小

西
陳
雄
」

で
あ
り
ま
す
。
御

了

承

を

頂

き

た

く
存

じ
ま

す
。
更

に
別

の
方

に
勧
誘
を

続
け
て
お
り
ま
す
が
、
決
ま

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
皆
様
も

ど
う
か
、
心
当
た
り

の
方

々

に
呼
び
か
け
て
頂
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。
継
続
性

の
あ
る

か
ざ
リ

　
　

　

　

テ」
え

森
本
鋳
金
目
褻

作
所
　

森

本

安

之

助

宣
０
。

銅
金
鍍
金
製
で
、
笠

（屋
根
）

は

方

形

ま

た

は

六

角

で

、

火
袋

は
四
角

か
六
角

。
意
匠

は
特

に
火
袋

に
重
点

が
お
か

れ
、
燈
明
を
美

し
く
洩

ら
す

た
め
、
「
陽
透
か
し
彫
り
」
や

「
陰
透
か
し
彫
り
」

の
技
法
を

用

い
る
。

春日大社の釣り燈籠=「建物の輪郭を整える」より

〔就
任
ご
挨
拶
〕

こ

の
度

、
平
成

十

七

年

四
月

よ
り
当
協
議
会

〔退
任
ご
挨
拶
〕 会

長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

近
年
当
業
界
を
と
り
ま
く
環

境

は
非

常

に
厳

し

く

、
と

り

わ

け
専

門

工
事

量

の
年

々

の
減

少

傾
向

は
憂

慮

す

べ
き
状
態

で

あ

り

ま
す

。

こ

の

事
態

に
対

応
す

べ

く
当
協

議

会

の
体

制
も

一
新

し
万

一

に
備
え
て
お
り
ま
す
。

も

と

よ
り

当
協

議
会

会

貝
各
社

の
品
質
と
経

営
外
質

の
向

上
は
申
す

ま

で
も
な
く
努
力
す

る

と

こ
ろ
で
す

が
、
尚

一

層

の
ご
指
導

ご
鞭
撻
と

ご

賢

察

を

お
願

い
し

、

就
任

の
ご
挨
拶
と

さ
せ

て
頂
き
ま
す
。争

何
と

か
勤

め
さ
せ

て
頂

き
ま

し
た
事
を
心

か
ら

御
礼
申

し
上
げ
、
退
任

の
ご
挨
拶
と

さ
せ

て

い

た
だ
き
ま
す
。

小

西

陳

雄

こ

の
度

、
平
成

十
七
年

三
月
を
以

て
当
協
議
会

々
長

を
退
任

い
た
し
ま

し
た
。

平
成

二
年

の
当

会
発
足
以
来
、
会

員
諸
氏

の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
頂
き
、

自
然
へ
の

畏
敬
の
念

第孵 十 φゝ れ 翠準聴詐いや
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も
た
ら
す
縁
起

か

つ
ぎ
。
峰

は
小
粒
な
が
ら
侮

れ
ぬ
覇
気

を
。
毛
虫

は

「
葉

Ｈ
刃
」
を

喰
う

。
蟷
螂

は
寄

る
と
恐

ろ

し

い
、
と

い
つゝ
ふ

つヽ
に
‥
。

環
境
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
久

し

い
今
、
わ
れ
わ
れ
は

何
を
な
す

べ
き
か
。
そ
れ
は
、

人
間
が
破
壊

し
た
も

の
を
深

刻

に
受

け
止

め
、
自
然

に
対

し

て
畏
敬

の
念
を
も

っ
て
向

き
合
う

こ
と

で
は
な

い
で
し

ょ

つヽ
か
。

後
進
を
育
て
る

父
が
他
界
し
、
こ
の
業
を
継

い
だ

の
は
昭
和

四
十

四
年

で

し
た
。
あ
ま
り

に
突
然

の
こ

と

で
、　
一
時

は
途
方

に
く

れ

ま
し
た
。

そ
の
折
、
先
代
と
交
誼
の
深

か

っ
た

Ｓ
氏

か
ら
、
神
社

の

破
風
金
具

の
制
作
発
注
を

い

た
だ

き

ま

し
た

。

Ｓ
氏

は
、

さ
る
名
刺
御
用
達

の
棟
梁

で
、

設

計

は
も

ち

ろ
ん

の

こ
と

、

神
社
仏
閣

で
使

わ
れ

る
木

や

金

属
を
素
材

に
し
た
法
具

・

調
度
品
、
併
金
具
な
ど

に
精

通

さ
れ
、
当
然
、
そ
れ
ら

の

図
面

は
自
分

で
ひ
か
れ
、
細

部

に

い
た
る
ま

で
原
寸
図

で

注
文
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

写
真

の
天
蓋
も
Ｓ
氏
の
設
計

に
よ
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
わ
た
し

へ
の
発
注

は

「
あ

ん
た
が
図
面
を
描

い

て
作

っ
て
く

れ
た

ら

い

い
」

と

い
う

も

の
。

こ
ち

ら

は

、

今
ま

で
通
り
原
寸
図
を
も
ら

っ
て
仕
事

を
す

れ
ば

い
い
と

思

っ
て

い
た

の
で
、
頭
を
抱

え
ま
し
た
。
お
ま
け

に
、
書

は
好
き

で
少

し
ば
か
り
自
信

も
あ

っ
た

の
で
す

が
、
絵

は

苦
手
。

何
度
も

「
図
面
を
…
」
と
打

診
し
た
の
で
す
が
、
「
あ
ん
た

が
描
け
」

の

一
点
張
り
。
も

う

や
る
し
か
な

い
と
、
意
匠

を
考
え

、
苦
労

の
あ
げ
く
原

寸
図
を
ま
が
り
な
り

に
も
描

き
上
げ
ま
し
た
。
そ
し

て
そ

の
厳
し

い
指
導

の
お
か
げ
で
、

「
図
案
が
な
け
れ
ば
自
分

の
人

生

は
な

い
」
と

い
う
覚
悟

が

で
き
、
今

日
ま

で
仕
事

が

で

き

る
人
間

に
な
れ
た
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

ひ
る
が
え

っ
て
、

い
ま
、
そ

う

い
う

何
事

に
も

精

通

し
、

損
得
抜
き

で
若

い
者
を
育

て

よ
う
と

い
う

人
は
ど
れ
ほ
ど

お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

仕
事
に
限
ら
ず
、
人
生
も
我

ひ
と
り

で
は
生
き
ら
れ
ま

せ

ん
。
多
く

の
縁
あ

る
人
た
ち

の
温
か

い
情

け
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
え

に
よ
り
生

か
さ
れ

て

い
る
喜

び

に
感
謝

し
、
少

し

次
に
、
意
匠
を
考
慮
し
た
原

寸
図
を
作

り
ま
す
。
も
ち

ろ

ん
、
文
様
も
同
時

に
描
き
ま

す
。
素
材

の
銅
板
は

「
定
尺
嘩

（
一
二
〇
〇
ミ
リ

×
三
六
〇
ミ

リ
）
を
基
本
寸
法
と

し
、

ほ

か
に

「
大
板
叫

貧

○
○
○
ミ

リ

×
二
〇
〇
〇

ミ
リ
）
が
あ

り
ま
す
。

そ
し

て

「
型
挿
え
」
。
型
棒

え

に
は
、
柿
渋

で
加

工
さ
れ

た
渋
紙
を
使

い
ま
す
。
渋
紙

か
ら
輪
郭

や
透

か
し
彫
り

の

個
所
を
切
り
取
り
、
文
様

は

彫

る

の
で
、
長
方
形
と
丸

の

ク
穴
あ
け
タ
ガ
ネ

ク
と
金
槌
を

使

っ
て
穴
を
開
け
ま
す
。

こ

れ
が
型
紙
で
す
。

こ
の
型
紙
を
、
刷
り
込
み
刷

毛

で
銅

板

に

写

し

（
形

刷

き

Ｈ
写
真
）
外
形
を
タ
ガ
ネ
、

ハ
サ

ミ
、
小
刀
、
金
槌

で
切

り
ま
す
。

こ

の
と
き
、
必
ず

歪

（
ひ
ず
）
み
と
タ
ガ
ネ

の
か

え

り
が
出

る

の
で
、
歪

み
を

取
り
、
キ
サ
ゲ

で
切
り

回

の

ヤ

ス
リ
ロ
を
取
り
、
滑
ら
か

に
し
ま
す
。

平
面
で
な

い
も

の
と
、
彫
り

を
す

る
も

の
は
、
真

っ
赤

に

形刷きのようす=「素地指え」より

で
も
世

の
中

に
お
役

に
立

て

れ
ば
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
趣
を
変
え
、
斜

の
手

順

や
道
具
類

の
あ
ら
ま

し
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
銭
づ
く
り
の
手
順
と

し

て
最
初

に
行
う

の
は
、
寸

法

や
取
り
付
け

る
佃
所

の
形

を
取
る

「型
取
り
」
で
す
。

平
面
は
紙
を
あ
て
が

っ
て
な

ぞ
る
だ
け

で
す
が
、
曲
面

に

な

る
と
紙
を
切

っ
た
り
、
糊

付
け
を
し

て
正
確
な
形
を
取

り
ま
す
。

こ
れ
が
仕
事

の
基

本

に
な
り
ま
す

か
ら
、
榊
経

を
集
中
し

て
作
業
を

せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

な
る
ま
で

ク
な
ま
し

（加

熱
戸

、
酸
洗

い
を
し

て

清
浄

に
し
ま
す
。
ま
た
、

曲
面
は
、
当
て
金
を
あ
て

て
所
要

の
形
に
整
形
し
ま

す
。
当

て
金

の
種
類
は
、

大
き
さ
、
形
に
よ
り
無
数

あ
り
ま
す
が
、
常
時
使
う

も

の
は
ほ
ぼ
決
ま

っ
て
い

ま
す
。
特
殊
な
形

の
も

の

を
作
る
と
き
は
、
新
し
く

適
し
た

ク
道
具

ク
を
こ
し

ら
え
ま
す
。
以
上
で
、

い

わ
ゆ
る

「素
地
棒
え
」
に

な
る
わ
け
で
す
。

前
回
、
錫
金
具
の
基
本
で
あ

る

「
素

地
棒
え
」

に

つ
い
て

お
話

し
ま

し
た
が
、

こ

の
素

地
挿
え

が
す
む
と
、

い
よ

い

よ
本
格
的
な
彫
り

の
作
業

に

入
り
ま
す
。　
一
通
り

の
技
を

説
明
し
ま
し
ょ
う
。

透
し
彫
文
様
を
残
し
て
余
分
な
部

分
、

い
わ
ゆ
る

ク
地

ク
を
金

枢

と

タ
ガ
ネ

で
打
ち
抜

く

か
、
糸
鋸
で
切
り
取
る
方
法
。

タ
ガ
ネ
を
使
う
と
、
タ
ガ
ネ

こ
う
ば
い

の
厚
み
で
勾
配
が

つ
い
て
柔

ら
か
味
が
出
ま
す
。
切
り
口

は
ヤ
ス
リ
掛
け
や
キ
サ
ゲ
を

使

っ
て
仕
上
げ
、
文
様

の
細

部

に
は

「
毛
彫

（線
彫

江

を
施
し
ま
す
。
法
隆
寺
献
納

宝
物
金
銅
灌
頂
幡

（か
ん
じ

ょ
う
ば
ん
）
、
平
等
院
鳳
凰

堂

の
垂
木
金
具
な
ど
に
古
く

か
ら
使
わ
れ
て
い
る
技
法
で

す
。

蹴
彫

（け
り
ば
り
）

タ
ガ
ネ
を
楔
形
に
打

っ
て
、

文
様
を
刻
む
技
法
で
、
古
く

は
そ
の
ひ
と
刻
み
の
間
隔
が

離
れ
て
お
り
、
あ
た
か
も
動

物
が
足
を
蹴

っ
た
形
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
生

ま
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
近
世
に
な
る
と
、
間

隔
を
詰
め
、
む
し
ろ
タ
ガ
ネ

を
滑
ら
せ
て
引
く
よ
う
な
彫

り
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
職

人
仲
間
で

ク
引
く

ク

（文
様

を
全
部
引
く
場
合
は
、
総
引
）

と
言

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
古
く
か
ら
伝
わ
る

基
本
的
な
技
法
で
、
建
築
物

に
限
ら
ず
、
宝
物
、
調
度
品

な
ど
あ
ら
ゆ
る
も

の
に
幅
広

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

毛
地
彫

（け
じ
ば
り
）

桃
山
時
代
を
代
表
す
る
技

法
。
文
様
を
蹴
彫
で
、
彫
り
、

文
様
以
外

の
ク
地

ク
の
部
分

を
、
彫
り

の
深
さ
だ
け
鋤
タ

ガ
ネ
で
均

一
に
平
ら
に
削
り

取
る
、
非
常
に
手
間
の
か
か

る
手
法
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
ひ

と
味
違
う
雅
な
風
格
が
現
れ

ま
す
。
二
条
城

の
帳
台
構

や

襖

引
手

、
長
押

、
釘
隠

し

な
ど

に
そ

の
例
を
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
話
は
尽
き
ま
せ
ん

が
、
今
回
は
こ
の
辺

で
。

（原
文
の
ま
ま
）

（
こ
の
項
、
次
号
に
続
く
）

型
ヽ

「自然への畏敬の念」より

天蓋の写真=「後進を育てる」より彫りの作業のようす=「彫りの作業」より
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孵 熙
栃
木
の

《
は
と

。
う

。
か
ら
す

。

や
ま
と

り

の
小
道
》

（馬
頭

。
鳥
山

・
鷲
子
み
ち
）

有
名
な
石
の
み
ち
し
る
べ
が

あ
る
分
岐
点
か
ら
、
ほ
ど
近

い
山
に

「
う
る
し
」

の
植
栽

を
始
め
て
十
数
年
余
り
、
暴

れ
樹

（ガ
キ
大
将

の
よ
う
に

大
き
く
な
り
す
ぎ
た
樹
）
か

ら
、
「う
る
し
」
の
掻
取
り
を

道
府
県

の
各

担
当
部
署

に

ア

ン
ケ
ー
ト
を
依
頼

し
た
と

こ

ろ
、
回
答

の
な

い
県

の
内

に

栃
木

県
も
入

っ
て

い
た
と

の

事

で
、
私
は
全
文
連

の
事
務

局
長

に
皮
肉

を
言

わ
れ
ま
し

た

よ
。

世

界
文

化

遺

産

だ

、

な

ん

て
、
は
し

ゃ
ぐ
県

の
お

役

人

さ

ん

よ

。

地

味

に

、

黙

々
と
、

マ
イ
ナ
ー
な
事
業

を

や

つ
て

い
る
と

こ
ろ
も
あ

る
ん
で
す

よ
。
気
を

つ
け

て

貰

い
た

い
で
す
、
ネ
。

◆

◆

◆

《
掻
き
殺

し
た
、

う

る
し

の
樹

の

供
養

に
染
織
》

わ
が
社
の
、
採
れ
た
て
の
生

漆
を
伊
勢
神
宮

の
御
神
宝
製

作
に
使
わ
せ
て
頂
い
た
有

り
難
い
話
を
前
号
に
書
か

せ
て
貰

っ
た
が
、
所
謂
、

掻
き
殺
さ
れ
た
樹
木

へ
の

供
養
に
と
そ
の
木
部
を
使

い
、
つ
む
ぎ
織
を
手
掛
け

て
い
る
家
内
が
糸
染
め
を

し
て
い
る
。

文
献
を
調

べ
る
と

、
嵯

は
じ
め
た

の
だ

が
、
凡
そ
数

千
本

の
中

か
ら

三
百
本

で
あ

る
。
漆
液

の
歩
留

り

一
本
当

り

五
十
匁
と
し

て
十

五
貫
目

（
約

五
十

六

キ

ロ
グ

ラ
ム
）
。

初
収
穫

で
あ

る
。
採

れ
た

て

の
生
漆

の
入

っ
た
木
樽
を
抱

え

て
日
光

へ
帰

っ
た
。
有
益

に
使

お
う

、

ど

の
仕
事

に
、

ど

の
現
場

に
生

か

そ
う

か
、

生
漆

の
性

（
し

ょ
う
）
も
あ

る
な
、
耐
候
性

の
問
題

の
少

な

い
建
物
内
部

の
仕
事
か

な
、
な
ど
な
ど
思
案
し
て

い
る
う
ち
に
、
漆
掻
取
り

名
人

の
秋
田
さ
ん
が
ひ
ょ

っ
こ

り

や

っ
て
来

た

。

「
勢

い
の
良

い
樹
ば
か
り

だ

っ
た

の
で
、
試
し
に
枝

漆

（え
だ
う
る
し
―
幹
で

は
な
く
太
目

の
枝

か
ら
）

掻

き

取

っ
て
み
ま

し

た

よ
」

と
片
手

間

に
作

っ
て

い

る
美
味

し

い
コ
ン

ニ
ャ
ク
を

持

っ
て
来

て
く

れ

た

。

半

農

・
半

林

産

の
事

業

家

だ

。

殺

し
掻
き

で
切
り
倒

し
た
漆

の
樹

は
、
役

立
た
ず

で
勿
体

な

い
ネ

エ
と

い
う
話
に
な
り
、

倒
木
を
選

ん

で
揃
え

て
、
竹

の
四

ツ
ロ
垣

の
代
り

に
庭

の

境
界

に
並

べ
て
使

っ
た
。

こ

れ
は
名
条

で
、
伐
り

回

の
木

口
が
強
く
、
水

は
じ
き
が
良

く
結
構
役
に
立

っ
た
。

◆

◆

◆

《偉
か
っ
た
元
県
知
事
夫
妻
》

小
話
を
ひ
と

つ
。
ウ
チ
の
う

る
し
山

で
、

こ
ん
な
騒
ぎ
が

起

き
た
。
飛
地

の
う

る
し
畑

の
幼
木

が
市
場
整
備

の
ブ

ル

ト
ー
ザ
ー
に
槃
き
倒

さ
れ
た

の
だ
。
慌

て
て
管

理
人

の
川

上

さ

ん
が
電

話

し

て
来

た

。

取
り
敢
え
ず
、
駆
け

つ
け

る

と
、
な
ん
と
三
百
本
ほ
ど

の
、

や

っ
と

三
年
生
位

に
な

っ
た

幼
木

が
無
く
な
り
黒
ぐ

ろ
と

し
た
土
壊
だ
け

に
な

っ
て

い

た
。
土
木
作
業
員
達

に
文
句

を
言

っ
た
が
、

て
ん
で
埒

が

あ
か
な

い
。
泣
き
寝
入
り

か

と
川
上
さ
ん
宅

へ
戻

っ
て
ボ

ン
ヤ
リ
し

て

い
た
。
腹

の
虫

が
納
ま
ら
な

い
が
、
本
業

が

忙

し

い
中

で
、
役
所

廻
り
な

ん
て
す
る
暇
が
な

い
。

そ
の
頃
は
、
年
賀
状
に
下
手

な
雑
文
を
書

い
て
臆

面
も
な

く
出
し
て
い
た
が
、
「
栃
木
県

は
文
化
県
な
ど
と
称

し

て

い

る
が
、
行
政

の
文
化
度

の
低

さ
は
ひ
ど

い
も

ん
だ
」

な
ど

と
、

こ

の
事
例
を
並

べ
た

て

て
投
画

し

て

い
た

の
を
忘

れ

か
け
て
い
た

一
月

の
下
旬
頃
、

愚
妻

が

ソ
ロ
プ

チ
ミ

ス
ト
ク

ラ
ブ

の
例
会

で
知
事
夫
人
か

ら

「
県

の
関
連
職
貝
が
大
変

な
事
を
仕
出

か
し

て
申

し
訳

あ
り
ま

せ
ん
。
主
人
が
お
宅

の
年
賀
状

を
見

て
怒

っ

て
い
る
ん
で
す
。
」
と
話

を
伺

っ
た
と

い
う
事

を

聞

い
て
、

や

っ
と
合
点

が

い

っ
た
。

こ

の
と

こ

ろ
、
県

の
農
業

な

ん
と

か
、
土
地
改
良

の
な

ん

と

か
と
言
う

お
役
所

か

ら

電

話

が

あ

っ
た

り

、

是

非

お

眼

に

掛

り

た

い
、

云

々
と
申
し
入
れ
が
あ

つ
て
、

何

の
こ
と
か
と
思

っ
て

い
た

矢
先
、
素
直
な

タ
チ

の
自

分

だ
が
、

こ

の
時
ば
か
り

は
磨

が
背
中

へ
廻

っ
た
。
関
連
行

政

の
方

々
の
面
会
要
請
を
拒

否
し
た
。

日
光
市
選
出

の
県

議
か
ら

「
小
西
さ

ん
何

で
俺

に
黙

っ
て

い
る
ん
だ
よ
。
先

に
話
し

て
く

れ
れ
ば
良

い
の

に
」

な
ど
と
言
わ
れ

て
し
ま

っ
た
。

（も

っ
と
も
、
県
議

で

は
話

が
ど

こ
か

で
停
ま

っ
て

し
ま

い
、
補
償
金
と

や
ら

で

ンヽ
ャ
ン

ンヽ
ャ
ン
トン
ャ
ン
だ

つ

た
か
も
。
ネ
。
）

大
分
、
時
間
も
経

っ
た
頃
、

代
表

の
方
と

や

っ
と
面
会

し

て
話
を
し
た
。
「
お
詫
び
し
て

弁
償
し
た

い
が
、
失
わ
れ
た

漆
村

の
費

用
を
示
し

て
頂
き

た
い
」
と
の
由
。
「
い
ら
な

い
嘩

「
そ
れ
で
は
困
る
」

の
押
問
答

の
末
、
「
何
か
お
望
み
の
事
が

あ
れ
ば
」

と

の
申

し
出
な

の

で
、

「
そ
れ
で
は
、
県

の
林
務

関
係
条
例

の
中

に
保
護
林

の

指

定

が
あ

れ
ば

「
う

る
し
」

の
樹

を

入

れ

て
貰

い
た

い
』

と

い
う
事

で
了
解
点
に
達
し
、

若
千

の
涙
金
を
受
け
取
り
決

着
し
た

こ
と
が
あ

つ
た
。
桧

（ひ
の
き
）
山
、
杉
山

の
植
林

ば

か
り

で

「
う

る
し
」
な

ん

ざ

、
雑
木

の
認
識
し
か
な

い

の
か
な
、

マ
イ

ナ
ー
な
植
栽

な
ど
切
り
捨

て
と

い
う

こ
と

か
、
と
思

っ
た
次
第
。

と
こ
ろ
が
、
や

っ
ば
り
こ
の

認
識

は
間
違

っ
て

い
な
か

っ

た
の
か
、
悲
し
い
、
ネ
。

（社
）

全
国
国
宝
重
要
文
化
財
所
有

者
運
盟

（通
称
全
文
連
）
が
、

「
う

る
し
」

の
植
栽
状
況
を
全

国
的

に
調
査
す

る
た
め
、
都

峨
天
皇

の
時
代
、
う

る
し
染

め

で
黄

の
範

（
ほ
う
）
を
作

ら
れ
、

こ
れ
は
禁
色

と
さ
れ

て
、
皇
櫨
染

（
こ
う

ろ
せ
ん
）

と
呼
ば

れ

て

い
た
。

こ
の
黄

色

は
媒
染

に
錫
を
使

い
、
イ

エ
ロ
ー
オ
ー
カ
ー

の
実

に
渋

い
色

に
染

め
上
が
る
。

こ
の

黄
色

の
糸

で

「
も
じ
り
織
り
」

の
着
物

に
掬

い
織
り

で

「
源

氏
香
文
」
を
浮

か
せ
た
法
衣

を
製
作

し
、
源
氏
物
語

に
深

く
関
わ
ら

れ

て

い
る
瀬
戸
内

寂
聴
師

に
差

し
上
げ

て
喜

ば

れ
た
。

媒
染
を
鉄
に
変
え
る
と
、
実

に
品

の
良

い
オ
リ
ー
ブ
グ
リ

ー

ン
に
染

ま

る
。

こ
れ

は
、

某
総
本
山

の
法
主
様

に
献

上

し
、
着
て
頂

い
て
い
る
。

〔こ
の
連
載
も
こ
の
辺
り
で

一
応
終
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
〕

平成 1フ年度芸術文化振興基金 技術研修会
日程及びカリキュラム

〔会場〕京都市文化財建造物保存技術研修センター
京都市東山区清水二丁目205-5 TEL075-532-4053

増聴声ゝヽや
単ギら第13号

一副年 後午

９
月

６

日
硼

12時 45分迄に
研修センターに参加者各自集合
受付係 大井未歩 (協議会事務局)

13時 00分  開会 [司会 荒木かおり(運営委員)]

;    蜃覇鵞憂替撃員会文化財保護課
課長補佐 中尾正治氏挨拶

]3時 30分  記念講演『彩色のある建造物」
;    後藤佐雅夫講師 全文連事務局長

15時 00分  オリエンテーリング  馬場講師
16時 00分  宿泊者|よチェックインして下さい。
17時 00分  懇親会 (於ホテルサンルート京都)

《実技研修》 技術講師 :馬場良治様 (日本美術院院友)

９
月
フ
日

硼

―
第

１
日
―

9日寺00分

∫
12日寺00分

剥落止め工程説明

彩色層表画の清掃、洗浄について

実習

昼食 (自由行動)

13時 00分  ・剥落止め剤としての膠及び布海苔に
つしヽて

∫    :髪 幕冥喜
生と剥落止め技術につしヽて

]フ 時 00分  自由行動

９
月
８
日
∩

―
第
２
日
―

9日寺00分

∫    ・剥落止め技術実習
12時 00分  昼食 (自由行動)

]3時 00分  ・剥落止め後の補彩につしヽて
;    ・補彩色技術実習

]フ 時 00分  自由行動

９
月

９
日
０

―
第

３
日
―

宿舎|よ各自チェックアウトをして下さしヽ。

9日寺00分

;    ・補彩色技術実習
11時 00分  ・請評 :馬場講師
;    ・閉会挨拶  森本大隆運営委員

12日寺00分   解散

第鰐 十К、ヂギ鞭
,



当
協
議
会

の
発
足

（
平

成

二
年
）
以
来
、
彩
色
部

会
長
を
永
年
勤
め

て
こ
ら

れ
ま
し
た
①
去

る

一
月

八

日
、
薬
石
効
無
く
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
享
年
九
十

一

歳
。川

面
様

は
障
壁
画
復

原

模
写

の
第

一
人
者
と
し

て

活
躍
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
、

京
都
府
文
化
財
保
護
基
金

よ

り
文
化
功
労
賞
を
授
与
、
平

成
九
年
文
化
庁

よ
り
建
造
物

彩
色
選
定
保
存
技
術
保
持
者

の
認
定
を
受

け
ら
れ
、
平
成

十

二
年

日
本
建
築
学
会

よ
り

建
築
学
会
文
化
賞
を
受
賞

さ

れ
ま
し
た
。
国
宝
平
等
院
鳳

凰
堂

の
彩
色
模
写

・
復

原
を

は
じ
め
、
数
多
く

の
国
宝
重

要
文
化
財
建
造
物

の
壁
画
模

写
、
彩
色
調
査
復
原
を
手

掛
け
ら
れ
、
昭
和

五
十
七

年

に
設
立
さ
れ
た
川
面
美

術
研
究
所

で
後
進

の
指
導

に
当
た
ら
れ
、
数
多

の
技

術
貝
を
育

て
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

現
在

、
荒
木

か
お
り
様

が
事

業

を

引
き
継

が

れ
、

現
在
、
運
営
委
員
と
し

て

当
協
議
会

の
諸
事
業

に
参

画
し
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
川
面
稜

一
様

の
御

功
績
を
た
た
え
、
衷
心
よ

り
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

〔卦
報
〕

，ＩＩ

面

機

一
様

川 面 稜 ― プロフィール
建造物彩色調査復原

障壁回復原模写

TA画研究 制作 修復
舞台美術考案制作

レプリカ制作

昭和 9年 (1934)京都市立絵画専門学校
(現京都市立芸術大学 )

研究科卒業

昭和15年 (1940)文部省紀元2600年事業

霞

■
　

　

　

　

目

法隆寺金堂壁画模写入江波光斑動手として参加

25年 (1950)文化財保護委員会美術工芸課の委嘱を受け模写五ヶ寺
計画を立案実施

[国宝]平等院鳳凰堂扉絵の模写建築彩色復原
[国宝]醍醐寺五重塔内壁画模写
[国宝]法界寺阿弥陀堂壁画模写
[国宝]室生寺金堂壁画及び仏像光背模写
[国宝]東寺真言八祖像模写

47年 (1972)三条朝この丸御殿襖絵復原模写継続中
[国宝]北野天満富本殿中門彩色復原
[国宝]西本願寺唐門彩色復原
[国宝]三条械唐門彩色復原

55年 (1980)上ヒ瓢山束塔建築彩色 [新築]
57年 (1982)有限会社川面美術研麦所を設立

嵯峨美術短期大学講師

58年 (1983)成 田山新勝寺大塔内部両界曼荼羅及び建築彩色
[重文]尼崎本興寺三光堂建築彩色調査復原
[重文]清水寺二重塔彩色復原

平成 3年 (1991)[重文]御香宮本殿彩色復原
5年 (1993)[重文]清水寺西門彩色復原
8年 (1996)[重文]知恩院経蔵内部 (12年まで )
9年 (1997)[重文]御香宮拝殿

[国宝]西本願寺飛雲闇三十六歌仙杉戸絵復原
念法金岡」寺本堂等内部建築彩色

10年 (1998)[国宝]富貫寺大堂内部壁画及び建築彩色復原

昭和59年 (1984)京都府文化財保護基金より文化功労賞を授与
61年 (1986)内 閣総理大臣より木杯授与

平成 4年 (1992)舞台美術家協会より伊藤烹朔賞受賞
9年 (1997)文化庁より建造物彩色選定保存技術保持者の指定を受ける
12年 (2000)日本建築学会より建築学会文化賞を受賞

「社寺建造物美術協議会」名簿総
選
挙
が
真
近
く
な

っ
て
き

た
。
な
に
せ
国
家
予
算

の
半
分

が
借
金
で
あ
る
現
状
で
は
、
わ

が
業
界
の
行
く
末
も
案
じ
ら
れ

る
。
補
助
金
に
支
え
ら
れ
て
い

る
伝
統
技
術
は
、
有
難

い
反
面

生
活
保
護
家
庭

の
よ
う
な
も
の

で
あ
り
、
甘
ん
じ
て
い
る
だ
け

で
は
情
け
な

い
。
伝
統
技
術
は

確
か
に
個

の
技
術

で
あ
る
が
、

個
に
目
を
奪
わ
れ
る
あ
ま
り
、

個
を
活
用
し
再
開
発
す
る
組
織

（企
業

・
団
体
）

の
重
要
性
に

気
づ

い
て
い
な

い
。
こ
れ
か
ら

の
伝
統
技
術
は
組
織
の
在
り
方

に
よ

っ
て
、
そ
の
命
運
が
決
ま

る
よ
う
に
思
う
。

（道
玄
）

平成 17年 3月(五十音順 )皿
舗

集

後

記

法 人 名 (個人名) 代表者名 所住 TEL・ FAX番号

lkl大谷相模稼鋳造所
大 谷 哲 秀
(大谷秀―)

〒537‐0011
大阪市東成区東今里 2‐ 6-20

TEL 06-6971‐ 6571
FAX 06-6971‐ 6511

2 ltl川 面美術研究所 と加 木 かおり
〒616‐8242
京都市右京区Π島滝本町 69‐ 2

TEL 075‐ 464‐0725
FAX 075‐ 464-0099

3 岸野美術漆工業 lkl 岸 野   勲 〒321‐ 1404栃木県日光市御幸町587-2
0288-53-3366
0288‐ 54‐0072
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4 側木曽
地域地場
産業センター

田 中 今朝春
〒399‐6302
長野県木曽郡楢川村平沢 2272‐ 7

TEL 0264-34‐ 3888
FAX 0264-34‐ 2832

5 lkl小西美術工藝社
月ヽ 西 美
(小西陳雄)

〒108‐0074頁京都港区高輪 221-40
国際高輪 ビツレ7F

TEL o3-3447-1481
FAX 03-3447-0736

〒321・1431栃木県日光市山内2365
TEL 0288-54‐ 1198
FAX 0288-54‐ 1196

6 ltl齋 藤 漆 工 芸 齋 藤 敏 彦
〒270‐ 1434
千葉県白井市大山口■19-2

TEL 0474-91‐ 8712
FAX 0474-91-9046

7 lkl さ か  い 酒 井   清 〒520‐2331滋賀県野洲郡野洲町小篠原 7‐ 1
TEL 0775-87‐ 1178
FAX 0775-87‐ 5355

8 lklさ わ の 道 玄 澤 野 道 玄
〒604‐8232京都市中京区錦小路通

油小路東入る空也町 491
TEL 075-254‐ 3885
FAX 075-254‐ 3886

9 側鈴木鋳金具工芸社 鈴 木 正 男
〒32+1412
栃木県日光市東和町571

0288-53‐ 1121

0288-54‐ 3263
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1 田 村 漆 工 lal 田 村 貫 ―
〒420‐0886
静岡市大岩牛31-14

TEL 054‐ 249-0538
FAX 054-249‐ 0539

lkl細川社寺巧藝社 ,II夫美子
〒651‐2242 兵庫県神戸市西区

井吹台東町+5-13-301
TEL 078‐ 997‐7178
FAX 078-997-7179

1 邑 田 漆 芸 14kl 邑 田 正 廣
〒607‐8355
京都市山科区西野大鳥井町118-45

TEL 075‐ 591‐4137
FAX 075‐ 502-0638

| lkl森本鋳金具製作所
森 本 大 隆
(森本安之助)

〒6008321 京都市下京区楊梅通
西洞院東入ル八百屋町59

TEL 075-351-3772
FAX 075-361‐ 3877

| lal横 山金 具 工 房 横 山 義 雄
〒601‐8394 京都市南区吉祥院

中河原里北町 1牛 3
TEL 075‐ 325-4861
FAX 075-325‐ 4862
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